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　私たちキテックスは、取扱説明書、パーツカタログ、各種マニュア
ルほか商品カタログ、パンフレットなど企業がお客様に伝えたいこ
とを正確に分かりやすく伝える技術で社会に貢献しています。この
「環境レポート」に於いてもその技術をもって私たちの活動を伝えて
います。
　地球規模で環境問題に取り組まれている現在、環境経営活動に於
いて私たちの小さな行動の積み重ねがほんのわずかでもその一助に
なることを願っています。

株式会社キテックス
代表取締役社長
田中 淳一
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環境理念と
活動の規模

私たちの環境活動に対する基本理念と、
活動の規模をご紹介します。

1
■環境経営方針………………………………………… 4

■登録範囲と事業者活動の概要……………………… 5

■実施体制……………………………………………… 6
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 ■環境経営方針

弊社はエコアクション21に取り組み、私たちの日常生活や企業活動が及ぼす環境
負荷を常に意識し、地球と地域の環境に配慮した環境経営システムを築くことに
より、継続的に環境を保全します。

弊社は、環境保全に対する取り組みの行動指針を以下に定め、自主的・
積極的に全社一丸となり継続的に推進します。

環境理念

行動指針

環境関連法規や守秘義務を遵守する

営業PRへの環境経営レポートでの利用

全従業員に、この環境経営方針を周知徹底する

環境経営目標を定め、定期的に点検・見直しを行い改善する

❶
❷

❸
❹

2-1 地球温暖化緩和のために省エネルギーを推進する
 ・無駄な照明の消灯、LEDへの切替、冷暖房の調節などによる省電力の推進
 ・節水コマ使用などによる節水の推進
 ・公共交通機関の積極利用、省エネ運転の敢行などによるガソリン消費抑制の推進
2-2 循環型社会を推進するため、3R活動を基本にごみの削減、

グリーン購入を推進する
 ・両面のコピーの推奨、使用済み用紙の裏面使用、会議資料などの簡略化に伴う書類の削減、

社内システムの改善によるペーパーレス化などによるごみ削減の推進
 ・グリーン購入の推進

2-3 環境に配慮した商品を提案する
 ・ ペーパーレスの提案
 ・ オンデマンド印刷
 ・ ベジタブルインクの使用
 ・ お客様にミスを持ち込まない

2-4 仕事のやり方の工夫により、環境負荷をおさえる
 ・ KAIZEN活動の推進
 ・ 納品前の徹底チェック

田中淳一
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 ■登録範囲と事業者活動の概要

大阪本社 東京支社

総務部
ドキュメント企画部
パーツカタログ企画部

総務部
ドキュメント企画グループ

パーツカタログ企画部
 高　橋　桃　子

責任者

住　所

電話番号

ドキュメント企画部
 野　口　明日美
 種　村　英　也
 脇　川　　　晃
 淡　　　恵莉菜

担当者

大阪市浪速区戎本町2-3-14

TEL：（06）6649－0295

（2022年度現在）

活動規模

部　署

床面積626 m2 140 m2

支社長 松　岡　　　毅

ドキュメント企画グループ
 牛　塚　英　樹
 内　野　正　子

東京都新宿区西新宿7-23-9
西新宿小林ビル302号

TEL：（03）5386－6541

株式会社キテックス

従業員19人 6人

代表取締役社長　　田　中　淳　一社　　長

売上高：194（百万円）
事業年度：10月～9月

全社認証登録範囲　：　従業員数25名

環境保全関係の責任者および担当者連絡先
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 ■実施体制
(1)全般
当社は、ＥＡ２１環境経営システムを構築・運用し、環境への取組を実施するために効果的な実施体
制を構築する。
実施体制においては、各自の役割、責任および権限を定め、全員に周知する。

(2)環境活動組織
当社の環境経営システムを運用する
ための組織は右のとおりとする。

環境経営システム組織図

社長

環境管理責任者

ＥＡ21推進委員会

総務部 東京支社ドキュメント
企画部

パーツカタログ
企画部

(3)責任および権限
　①社長

a.環境経営に関する統括責任を持つ。
b.環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間、技能技術者を用意する。
c.環境方針の策定・見直しおよび全従業員へ周知を行なう。
d.環境経営目標の設定を承認する
e.代表者による全体の評価と見直しを実施する。
f.法規制等の要求事項登録簿を承認する。
g.環境活動実施計画書を承認する。

　②EA21推進委員会（環境管理責任者）
a.環境管理責任者、ＥＡ２１推進委員会の担当者打ち合わせ。
b.環境への負荷の自己チェックおよび環境への取組の自己チェックの実施。
c.「環境関連法規等チェックリスト」の作成。　
d.環境経営目標・環境活動実施計画書原案の作成。
e.環境活動実施計画の実績集計。
f.環境経営システムを構築、実施、管理する。
g.環境関連の外部コミュニケーションの窓口。
h.環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

　③各部門長
a.自部門における環境経営システムの実施。
b.自部門における環境経営方針の周知。
c.自部門の従業員に対する教育訓練の実施。
d.自部門に関連する環境経営目標および環境活動計画の実施および達成状況の報告｡
e.特定された項目の手順書作成および運用管理。
f.自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録。
g.自部門の問題点の発見、是正、予防処置。

　④従業員
a.自部門に対する手順書の順守。
b.自部門に対する教育訓練の参加。

更新日 ： 2021年10月1日
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環境経営目標値と
実績

環境活動への各取組みに目標値を定め、
数値を管理しています。

2
■ 主な環境負荷の実績 ……………………………… 8

■ 二酸化炭素排出量 ………………………………… 9

■ 電力使用量 ………………………………………… 10

■ 自動車燃料 ………………………………………… 11

■ 一般廃棄物排出量 ………………………………… 12

■ 水道使用量 ………………………………………… 13

■ 環境に配慮した商品の提案 ……………………… 14

■ 改善報告書の提出の取組み ……………………… 14
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株式会社　キテックス

■ 二酸化炭素排出量
2020 年 2021年 2022年

合計（単位：kg-CO2） 15,801 15,579 16,252

二酸化炭素排出係数
（単位：kg － CO2/kWh） 0.318 0.318 0.318

■ 一般廃棄物総排出量
2020 年 2021年 2022年

小計（単位：kg） 1,246 1,450   979

■ 水道使用量
2020 年 2021年 2022年

小計（単位：m3）   360   360   352

■ 売上金額
（単位：百万円）

250

200

150

100

50

0
2020 年 2021年 2022年

190 194
174

（　 ：前年比上昇　　 ：前年比下降　　 ：前年比維持　）

※年度期間は、10 月から翌年の9 月まで

 ■主な環境負荷の実績
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二酸化炭素排出量の削減には、電気使用量とガソリン使用量から算出しています。
消費電力を削減させることで排出量を押さえ、また、公共交通機関の積極利用を促して排出
量を抑制しています。
※二酸化炭素排出係数は、0.318kg－CO2/kWh

● 計画への評価と次年度の取組

評価
ほぼ目標値に近い値を出すことができた。しかし、業
績に比例するところが大きいので、昨年度よりも値
が下回っているのは懸念すべき点でもある。

次年度の
取組

業績のことを鑑みると、これまで通り対策を継続し
つつ目標値の低減を目指したい。

2021年度の実績を考慮し、2021年度を基準として
2022年度の目標を設定した。

※都市ガスは少量のため、目標の二酸化炭素排出量に含まない。

● 二酸化炭素排出量 （単位：kg-CO2）

年　度
2021年度 2022 年度 2023・2024年度
（実績） （目標） （実績） （目標）

大阪本社 12,036 11,805 12,542 11,916

東京支社 3,515 3,479 3,687 3,479
合計 15,551 15,284 16,229 15,395

※都市ガスは少量のため、目標の二酸化炭素排出量に含まない。 ※年度期間は、10 月から翌年の 9 月まで

2022年度
0

5000

10000

15000

20000
東京支社
大阪本社(kg-CO2)

2021年度 2023・24年度
目標値

UP

UP 目標値

目標値

×
×

カッティングボードを利用して、日光
を遮断する。

サーキュレータで空気を循環する。

［社内での活動例］

■二酸化炭素排出量 NOT
CLEAR
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■電力使用量 NOT
CLEAR

2021年度の実績を考慮し、2021年度を基準として
2022年度の目標を設定した。

電気の使用量の削減には、社員全員の日々の心がけがとても大切です。部分消灯の実施や、
パソコンの電源管理などです。また、各フロアに環境委員を配置し、室内温度の管理を徹底
して行うことで、電気使用量に気をつけています。
また、エアコンの高効率化にも工夫をしています。

● 電気使用量 （単位：kWh）

年　度
2021年度 2022 年度 2023・2024年度
（実績） （目標） （実績） （目標）

大阪本社 34,756 34,061 37,424 34,408

東京支社 11,052 10,941 11,593 10,941
合計 45,808 45,002 49,017 45,349

※年度期間は、10 月から翌年の 9 月まで

2022年度
0

10000

30000

20000

40000

50000
東京支社
大阪本社(kWh)

2021年度 2023・24年度
目標値

UP
目標値

×

×
UP

目標値

階段の電気をセンサーで自動点灯す
ることで、無駄な電力消費を抑える。

わかりやすく印をつけ、不要な電気
はこまめに消す。

［社内での活動例］

● 計画への評価と次年度の取組
評価 暖房や冷房を早い段階で使用したことで、今期の目標値を

達成できなかった。

次年度の
取組

感染症や熱中症の対策として空調は不可欠。快適な職場環
境を維持しつつ、空調を適切に稼働させる工夫を考えてい
きたい。
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■自動車燃料 CLEAR!

2021年度の実績を考慮し、2021年度を基準として
2022年度の目標を設定した。

ハイブリッドカーを導入し、自動車燃料の低減に努めています。
また、自動車燃料の削減のために、公共交通機関の積極利用を促して排出量を抑制しています。

● 自動車燃料の削減量 （単位：kg-CO2）

年　度
2021年度 2022 年度 2023・2024年度
（実績） （目標） （実績） （目標）

大阪本社 984 974 641 974
合計 984 974 641 974

※年度期間は、10 月から翌年の 9 月まで

2022年度
0

500

1000

1500

大阪本社(kg-CO2)

2021年度 2023・24年度
目標値

目標値達成
DOWN

移動には、ICOCAカードで公共交通
機関を積極的に利用する。

ハイブリッドカーの導入。

［社内での活動例］

● 計画への評価と次年度の取組

評価

月の目標が未達成になることもあったが、最終的に目標値を下回った。
車を使った外出が減っている＝営業活動など外回りの仕事の減少とも取れるので、一概に目標達成を喜んでい
いのかどうかは疑問。ただし、昨今の情勢の影響でリモート会議やリモートセミナーが主流になっているのが
要因とも考えられる。

次年度の
取組

来年度以降も業務のリモート化による影響が継続しそうな状況。世の中の状況を鑑みつつ適正な
目標値を設定し、達成できるよう努力する。

※東京支社は社用車を保有せず。
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■一般廃棄物の排出量 
2021年度の実績を考慮し、2021年度を基準として
2022年度の目標を設定した。

　一般廃棄物の削減のために、使用済み用紙の裏紙の利用と、両面印刷・両面コピーを推奨
しています。両面使用した紙や紙類全般はリサイクル業者へ委託し、再利用されるようにし
ています。また、普段より整理整頓に努め、一般廃棄物量の削減を目指しています。

● 一般廃棄物排出量 （単位：kg）

年　度
2021年度 2022 年度 2023・2024年度
（実績） （目標） （実績） （目標）

大阪本社 282 259 271 259

東京支社 160 136 120 136
合計 442 395 391 395

※年度期間は、10 月から翌年の 9 月まで

2022年度
0

500

400

300

200

100

東京支社
大阪本社(ｋｇ)

2021年度 2023・24年度
目標値

UP 目標値

目標値

×
達成

DOWN

可燃ゴミは、タイミングを計りいっぱ
いになってから出す。

古紙利用の促進。

［社内での活動例］

● 計画への評価と次年度の取組

評価
総合的には目標値を達成出来たが、大阪本社では削減量が
目標に届かなかった。しかし、基準年よりゴミの量を減らす
ことが出来たのは評価できる。

次年度の
取組

業務内容を鑑みると紙の廃棄を減らすことが重要であるた
め、引き続きそのあたりの対策に取り組んでいく。

CLEAR!
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■水道使用量の目標値 NOT
CLEAR

2021年度の実績を考慮し、2021年度を基準として
2022年度の目標を設定した。

水道使用量の削減のために、社内すべての蛇口に節水コマパッキンを取り付けています。
また、消毒液を導入し水道水の使用を節水しています。

● 水道使用量 （単位：m3）

年　度
2021年度 2022 年度 2023・2024年度
（実績） （目標） （実績） （目標）

大阪本社 233 221 226 221

東京支社 127 125 126 125
合計 360 347 352 346

※年度期間は、10 月から翌年の 9 月まで

2022年度
0

300

250

200

150

100

50

東京支社
大阪本社(ｍ3)

2021年度 2023・24年度
目標値

UP

UP

目標値

目標値

×
×

消毒液の設置

各部署に節水を呼びかける。

［社内での活動例］

● 計画への評価と次年度の取組

評価
コロナ対策による手洗い・うがいの励行を継続。前年度よ
りも多少使用量は減少したが、まだまだコロナの感染者は
多く、来年度もしばらくはこの状態が続と考えられる。

次年度の
取組

手洗い・うがいの徹底は感染症対策として必須であるため、
来年度以降も継続しつつ適切な目標値の見極めを行う。
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■環境に配慮した商品の提案 

■改善報告書の提出の取組み

環境に配慮した商品の提案のために、データ納品を推進しています。また、印刷物のムダが出な
いように、状況に応じてオンデマンド印刷を提案しています。
また協力印刷会社にもベジタブルインクやソイインクの使用を推進しています。

個々の社員が取り組んだ改善活動は、報告書として提出され全社で共有しています。
業務関連だけでなく、エコや社内環境に関するものも数多くあります。
また下記のように、一度提出された内容を別の社員がさらに改善し提出することもあります。

※画像はイメージです。弊社内で実際に使用している機器とは異なります。

オンデマンド印刷機 ソイインク

蛍光マーカーの補充用インク導入改善❶ 蛍光マーカー補充タイマー改善❷

キッチンタイマー

蛍光マーカーはインクが切れるとペンごと廃棄していたが、
補充用インクの導入によって蛍光マーカー 10本分を補充で
きるようになった。
蛍光マーカーを補充液にセットしたまま10分以上放置する
と、液を吸いすぎてしまう。

改善❶

問題点

蛍光マーカーの補充用インク置き場に持ち運びができるキッ
チンタイマーを設置し、必要な時間をセットして使うことが
できるようにした。

改善❷

日々「KAIZEN」は新しく生まれています。半期に一回、優れた「KAIZEN」には賞を送り、
社内全体でさらなる改善意識の向上を図っています！
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社内での環境・
改善活動のご紹介

私たちの企業活動には、大規模な工場施設も機械
設備も必要ありません。
日々の活動の中で、一人ひとりの社員が環境や自
然への意識を高めることが重要です。
また、節水・節電・ゴミの減量といった目標を目指
すのみでなく、様々な視点から社内環境を改善し、
快適な仕事環境を生み出す努力も行っています。
私たちの行う環境・改善内容の一部をご紹介します。

3
■ 環境（緑化）意識への取組み ……………………… 16

■ 緊急事態への対応 ………………………………… 18
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 ■環境（緑化）意識への取組み 

●屋上の緑化（大阪本社）
サツマイモが熱に強く、手入れが楽とのことで栽培している。社内行事のときに、収穫したも
のを全社員で食べることで、緑化の意識が高まることを期待。

サツマイモの栽培・観葉植物の設置などで、全社員に興味を持ってもらう。

2015年 夏には青々とした葉が見られ屋上緑化を実現!?　
これこそサツマイモ！ といった大きなサツマイモ
が収穫できました。

2年目は大豊作！

2016年 そこそこ収穫できるも、前年よりひと回り小さい･･･。

2017年 植えた時期が遅かったのか、土を一度入れ替えた方が良かったのか･･･。
細いサツマイモが多く、来年に向けて要検討。

2018年 超巨大台風21号が大阪を直撃してサツマイモにも大きな影響が。
プランターが倒れ中の土が散乱して屋上の排水口が詰まってしまう。その後、1階の窓の外に移動。
日当たりが悪かったためか小さいサツマイモしか収穫できず･･･。

2019年 今年度は一旦休止。改めて来年度に挑戦したい。

2014年 開始1年目。思いのほか小さい･･･。
社内行事（バーベキュー）で調理して、みんなで一
口ずついただきました。

2020年
コロナウイルス感染症による緊急事態宣言
が発令されている中で、どうなるかと思いな
がら、5月にサツマイモの苗を植えました。
梅雨の頃、雨が多く日照時間が少なくて心配
しましたが、夏の猛暑にも負けずに12月に
収穫を迎えました。
2015年以上の、過去最高の豊作！

大きなさつまいもがいくつも
出てきました。

例年より遅く収穫したため、立派なさつまいもに育
ちました。虫食いが少しあったのが残念…。
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●ポトスの栽培（東京支社）
空気清浄効果を期待し、株分けが容易で日当たりを
気にしなくてよい、ポトスの苗を植えた。

●観葉植物の設置（大阪本社）
フロアの空きスペースに観葉植物を
配置。

小ぶりですが、しっかりとしたさつまいもが
できました。

今年の収穫の様子。屋上のプランターで栽培しています。

2021年

2022年

虫食いが大量に発生し、昨年度より大幅に収穫量が減少しました。
来年に向け対策を要検討。

病気と虫食いの対策のため、今年は農薬を使用しました。
その甲斐もあってか虫食いの被害も少なく、小ぶりのものが多いものの、十分な量を収穫することができました。

屋上に緑が増え、緑化の意識が高まるとともに、収穫の喜びを味わうことができ一石二鳥。
とは言え、台風などの時に散乱しない対策が必要。今後も続けていけるのか･･･。
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 ■緊急事態への対応 

◆避難訓練のようす

◆非常用の備蓄

◆避難訓練のようす◆非常用の備蓄

●防災対策ポケットガイドを作成
災害時における社員の行動指針として、防災
対策ポケットガイドを作成し配布しました。

●コロナ感染症対策
コロナウイルスに感染しない！ 持ち込まない！ ために。

●大阪本社（2022年9月9日） ●東京支社（2022年9月27日）

大阪本社、東京支社それぞれにおいて、自然災害や火事などによる避難訓練を毎年実施して
いる。また、非常用の備蓄品も順次用意している。

近年増加している自然災害や新型感染症の流行などを受けて、当社でも
BCPを策定し、2020年7月に「BCPレジリエンス認証」の認証・登録
（認証・登録番号R0000012）を受けました。

 ■「BCPレジリエンス認証」の認証・登録

財布に入る
カードサイズ

大阪本社玄関に検温・消毒
用機器を設置しました。

各階の入口に消毒液を設置
しました。

ソーシャルディスタンスを
保つため、席の間隔を広げ
ました。

取っ手に触れずにドアを開
けるための治具を取り付け
ました。
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事業内容のご紹介

弊社の事業内容をご紹介します。

4
■ 各種マニュアル・パーツカタログの制作 ……… 20

■ SPツールの制作 …………………………………… 21

■ その他の技術サービス …………………………… 21

■ 新しいコミュニケーション技術への取組 ……… 22
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文書箱・磁気媒体の保管集配サービス

書類・磁気媒体の機密抹消処理サービス

2010年3月版

ご契約の皆さまへ

 ■各種マニュアル・パーツカタログの制作

●取扱説明書
●施工説明書
●設置説明書
●クイックマニュアル
●サービスマニュアル
●アフターサービスマニュアル　etc...

●パーツカタログ
●パーツリスト
●部品カタログ
●整備マニュアル
●価格表　　　　　etc...

優れたマニュアルは、製品のブランド力を高めます！

キテックスの手がけるマニュアルは、工業製品から家電製品、アミューズメント機器、さらに製品マニュアル
やシステムサービスのマニュアルなど、多岐にわたるご要望にお応えします。
詳細な取扱説明書や設置マニュアルから、お手軽なクイックマニュアルまで、お客様の大切な商品を誰にでも
分かりやすく表現します。

パーツの指定・確認や組立作業を簡略化し、 製品の整備や、
アフターサービスまでをサポートします！

製品の修理・点検にあたり、必要なパーツの確認・指定が簡単にでき、製品の構成や組立の手順などが分か
ります。
キテックスが創るパーツカタログは、その精度の高い仕上がりにきっとご満足いただけます。

 ■取扱説明書・各種マニュアル

 ■パーツカタログ・部品価格表

2

1  Traverse unit ZT000000BM03010 (1 of 3)
No. PART No. PART NAME Q’TY REMARKS

01 11100961 Block 1

02 02646850 Hexagon Bolt 1
03 02345890 Air Regulator 1

04 00329490 Pipe Bushing 1
05 11251880 Coupler 2

06 01392450 Quick Release Joint 1
07 01383920 Plug 1

08 02915040 Air Combination 1
09 10849740 Quick Release Joint 1

10 11355530 Eye Bolt 2
11 11209540 Frame 1 2000TR (RC -800)

11168261 Frame 1 2500TR (RC -800)
11209550 Frame 1 3000TR

11165552 Frame 1 3500TR
11209560 Frame 1 4500TR

12 11122740 Rail 2 2000TR (RC -800)
11101340 Rail 2 2500TR (RC -800)
11122760 Rail 2 3000TR

11101371 Rail 2 3500TR
11230400 Rail 2 4500TR

13 00660660 Rail 4 2000TR (RC -800)
02034170 Round Shaft Guide 4 2500/3000TR (RC -800), 3000/3500/4500TR

14 02512340 Rail 4 2000/2500TR (RC -800)
00024751 Rail 4 3000TR, 4500TR

11209790 Round Shaft Guide 4 3500TR

3

1  Traverse unit

ZT000000BM03010

21
21

13

13

17

17

17

18

18

18
23

3500,4500TR

1

12

13

5
4

8

10

9
5

6

7

10

14
22

3

192

20
24

(4500TR ONLY)

(4500TR ONLY)

16
15

11

12

17
18
23

3500,4500TR

26
25

14
22(4500TR ONLY)

－12－

3－7．ストップバルブ
手動式と油圧式があります。
油圧式ストップバルブの動力源はコンクリートポンプ車の油圧取り出し装置（オプション仕様）か
ら取り出して使用します。

3－8．ピストンパッキン

部品価格表
’11版

This manual provides information on the following models.
RC  - 800S/D
RC  - 1300S/D

CAUTION
Deliver this manual for the related department.Read this manual before operation.
Version 1.1

TAKE-OUT ROBOT
PARTS CATALOG
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 ■ SPツールの政策

 ■その他の技術サービス

●商品カタログ
●ポスター、チラシ、DM
●パンフレット、リーフレット
●名刺、封筒、ラベル
●会社案内
●シールなどの各種印刷物　etc...

●テクニカルイラスト
●テクニカルライティング
●DTP デザイン・データ編集
●多言語翻訳・各種データ変換　etc...

企業PRや商品の販売促進に！ 
印刷コストを踏まえた最適なツールをご提案します！
企業イメージアップにつながるパンフレットや商品カタログなどの各種印刷物・販売促進ツールなどもおま
かせください。
精密・詳細なだけではない、ユーザーの目をひくPOPなイラストや美しいデザインも、キテックスの得意
分野です。

多彩な技術と豊富な知識で、あらゆるニーズにお応えします！

「分かりやすいイラストを描いてほしい」「つくった原稿のリライト・チェックをしてほしい」「既存のデータ
の改訂作業をお願いしたい」「納期がないんだけれど…」「どう伝えればいいの？」ほか、幅広いご要望に
お応えできます。

経験豊富な私たちは、『困ったときのキテックス』を目指しています。

 ■カタログ・パンフレット・販売促進ツール
1,550

1,474

564

6
3
0

9
9
0

2
6
0

7
3
0

宝 飾 プ レ ミ ア ム ケ ー ス

630

554 

6
3
0

1
,6
0
0

6
1
0

9
9
0

CLP8HM 宝飾プレミアムハイミドルケース

サ イ ズ

照 明

引 戸

CLP6
W1550×D630×H990蛍光管ライン 38W×1灯ハ ロ ゲ ン 35W×2灯鍵付

引 出 し 鍵付（後面）

CLP6 宝飾プレミアムケース

サ イ ズ
照 明
扉

CLP8HMW630×D630×H1600ハロゲン 50W×2灯鍵付

CLP6・CLP8HM宝飾プレミアムケース

コミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ンを
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
･･･

認証･登録番号0000583

U
R

L
 : h

ttp
://w

w
w

.kitex.co
.jp

大阪本社〒556－0013 大阪市浪速区戎本町2-3-14

Tel.（06）6649-0295 Fax.（06）6636-8850

東京支社〒160－0023 東京都新宿区西新宿7-23-9
西新宿小林ビル 302号

Tel.（03）5386-6541 Fax.（03）5386-6543

E-mail : xxxxxx@kitex.co.jp

○○○　○○○

営業
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時代はグローバルに、そしてマルチメディアに…

私たちは、未来を見つめた新しいコミュニケーションの形を創造します。
近年、特に重要視される、コンプライアンスに基づいたユーザーフレンドリーなマニュアル制作。
あらゆる言語への展開をはじめ、ユニバーサルデザインを軸にしたグローバルな商品づくり。
さらに印刷物にとどまらない、PDFやwebマニュアル、撮影技術・Flashを用いた動画マニュアルなど。
新しい時代はマルチメディアに広がり、クロスメディアで展開します…
コミュニケーションの可能性は無限に広がり続けます。

データ編集

イラスト
作成

リスト編集

デザイン・
レイアウト

Ｗeb

動画

電子文書化

環境活動

印刷・加工

ユニバーサル
デザイン

コンプライアンス
重視

 ■新しいコミュニケーション技術への取組み

情報技術のブランドをめざして…

優れたマニュアルとは何か？
私たちは常に問い続けます。
取扱説明書、パーツカタログなどの技術資料に必要なものは？
カタログ・パンフレットなど、大切な商品を表現するには何が大切か？
印刷物からweb、電子文書など、広がり続けるメディアにどう対応するか？
私たちはお客様の製品と、その先のユーザーとをつなぐかけはしです。
「キテックスの制作である」という安心と信頼を創りだす。
私たちは新しい情報技術のブランドを目指します。
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法令の遵守状況
など

弊社における環境関連法への遵守状況などの
報告です。

5
■環境関連法規制の遵守状況……………………… 24

■外部からの苦情、要請 …………………………… 24
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外部からの苦情、要請等はありませんでした。

 ■外部からの苦情、要請

・廃棄物処理に関する条例（大阪市廃棄物条例）
・東京都廃棄物条例
・家電リサイクル法
・顧客要求事項
・フロン排出抑制法
・グリーン購入法
環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はなかった。
また、過去3年間にわたって違反や訴訟、および関係当局の指摘はなかった。

 ■環境関連法規制の遵守状況
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代表者の視点から

今後の目標・活動計画と、代表者による総括です。

6
■目標・活動計画…………………………………… 26

■代表者の総括……………………………………… 26
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「エコアクション21」の環境経営活動を始め17年目を迎えています。
従業員にとってすっかり日常化、ルーチンの域に達しています。その活動はほとんど空気のように
意識せずに行われています。これは良い面でもありながら少し危うい状況とも認識しています。
行動とは裏腹に環境経営への関心が薄れてしまわないかと危機感を持っています。今期は再度原点
に返り、一人ひとりが自身の身の周りから改めて環境経営の活動について見直す時です。これを乗
り切ることによりさらに進化した環境経営活動になると信じています。
従業員がこれまで以上に意識した活動に期待しています。

 ■代表者の総括

従業員にはea21活動の深化が進んでいるように思えます。
機材などの入れ替え時には環境に留意したものを自然に選択しています。

 ■目標・活動計画

 変更の理由と指示
2023年度は環境経営方針で企業価値向上の枠組みを明確にし、次の修正追記を検討する。
「コミュニケーションのビジュアル化（わかりやすい取説・ドキュメントの企画、提案、制作）に
より社会貢献することによって企業価値向上を目指す」のような表現を検討する。
これに対する計画と目標を次のように検討し設定する。
• CAD技術の情報収集、資格取得
• 社内業務のKAIZEN活動による改善
• SDGsの社内啓発と外部への発信

変更の必要性

環境経営方針  あり　  なし

環境経営計画・目標  あり　  なし

実施体制  あり　  なし

見直し日 ： 2022年12月12日

全体の見直し結果と指示



株式会社 キテックス
大阪市浪速区戎本町2-3-14
TEL：（06）6649－0295

2022環境経営レポート
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